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タイトル アフリカ・日本同日開催 子供たちの農業体験・食育を通じた国際交流と開発 

実践者／団体名 特定非営利活動法人ジャパンアフリカトラスト 

実施日・期間 平成 24 年 12 月 8 日 大豆収穫 9：30-13：00 

平成 25 年 2 月 10 日 お豆腐作り 13：00-16：00 

平成 25 年 7 月 14 日 大豆種まき 9：30-13：00 

平成 25 年 8 月 25 日 絵画コンテスト 13：00-16：00 

平成 25 年 10 月 14 日 枝豆収穫 9：30-13：00 

主な実施場所 日本：愛知県高浜市向山町 2 丁目 1−16 JA あいち中央水稲共同育苗施設から徒 

歩 5 分の農場 

アフリカ：ケニアカカメガマラーバのジャパンアフリカトラストの農業総合試 

験場（住所：P.O. BOX 48, Malava, KAKAMEGA） 

参加者及び人数 合計参加者数 275 人 

（内訳）日本：150 人、アフリカ：125 人 

目標・ねらい 外国人と日本人が共生するいわゆる多文化共生社会を実現する為子供が国際 

的なイベントで海外のことを勉強したり外国人と交流したりできる事業は、将 

来の世界の文化的発展のために非常に大切であり、日本とケニアの同時開催で
世 世界の子供たちの大豆を通じた食育と国際交流の事業を行うことで、グローバ
 ルな多文化共生の豊かな社会の実現と子供の食育と日本の食文化の伝承および

貧 貧困改善を推進することを目標としています。 

日本とケニアで子供達を対象に、国際交流による農業や食育を行うことによ 

り、子供たちにとって農業体験や食文化の貴重な経験とグローバルな視点を養 

い将来国際的に活躍できる人材育成を推進することに寄与します。また、アフ 

リカの国際協力開発にも寄与します。 

この事業を通じて、１グローバルな多文化共生の豊かな社会の実現、２ 子供 

の国際交流と食育推進、３ 日本の食文化の伝承、４アフリカの貧困改善への成 

果を期待します。 

日本とケニアで同日開催して地球の裏側の子供達がお互いを意識し合いなが 

ら活動することで、楽しいだけでなく国際感覚を養い、国際的な社会の中で活 

躍する将来のリーダーを育成する事に寄与し、国際的な社会の中で活躍する将 

来のリーダーを育成する事につながります。 

また、日本の食文化で最も大事な大豆をアフリカに伝承し、大豆料理を通し 

た日本の精神や食文化を積極的に伝えることができます。 

具体的な 日本とアフリカの子供が共同開催で、大豆の種まき、収穫、絵画コンテスト、 

取り組み内容及び 大豆料理教室などのイベントを同日に開催し、子供の健全な食育を通じて国際 
交流を行いました。 

工夫・配慮した点等 お豆腐作りでは、それぞれの圃場で収穫した大豆を使って豆乳とにがりによ 

るお豆腐を手作りします。日本とケニアでそれぞれ収穫した大豆で出来たお豆 

腐がどんな味なのかを比較することでもさらに国際理解を深めました。 

大豆の種まき・枝豆収穫・大豆収穫の各回では、アフリカブースを出展し、 

アフリカ人などの外国人もスタッフとして参加し、子供が海外のことを学びな 

がら国際交流をすると共に、ケニア現地の子供たちによる同日開催でのイベン 

トでメールや写真などでグローバルに国際交流を行いました。 

絵画コンテストでは、コンテスト当日までに日本とケニアの子供たちによっ 

て書かれた絵画を展示し、審査員により最優秀賞や優秀賞などを選んで表彰し 

ます。メールや写真などで日本とケニアの子供達が絵を通してお互いを知るこ 

とで地球の裏側の国のことにも思いを馳せます。 

実施方法としては、ジャパンアフリカトラストスタッフの担当者が国際交流や 
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 ケニアでのだいずきっずの事業企画運営を行い、ケニアでは UMN のスタッフ担 

当者が現地農業機関や農業局などの行政や機関と連携しながら実施し、日本へ 

の情報共有と国際交流を行いました 

＜協力機関、団体＞ 

日本：だいずきっず 

ケニア： UMN(United Mission for the Needy) 、 KARI(Kenyan Agricultural 

Research Institute)、Kakamega County Government、Munyu Women Group、Misemwa 

Youth Empower Group 

教材・資料 3 頁添付資料：だいずきっず学習帳、開催時の写真 

成果 世界の子供たちの大豆を通じた農業体験・食育により、健康で豊かな食生活 

が実現され、アフリカを通じて国際感覚も養え、グローバルな多文化共生の豊 

かな社会が実現するのに寄与できました。また、日本の食文化の日本及び海外 

への伝承や技術支援が実現できました。 

本事業のユニークな特徴の一つは大豆です。豆腐、味噌、醤油、納豆、おか 

ら、豆乳と大豆は昔から日本人の食生活に欠かせない食材です。この大豆が畑 

でどのような姿をしているか、意外に今の子ども達は知らない事が多く、枝豆 

と大豆が同じだと知って驚くこともあります。真っ白な豆腐や味噌など、大豆 

は様々な形に加工されるので、もとの姿はなかなか想像できません。大豆はタ 

ンパク質やカルシウム等の栄養を豊富に含み、かつ日本の食文化を支える大事 

な食材です。 この事業の特徴は、子供たちが畑で大豆を栽培するところから 

学べ、自分達で何でも実践する点にあります。教室の中で椅子に座って学ぶの 

ではなく、畑や台所で頭や体全体を使って学べる野外体験型教育です。もちろ 

ん、子どもなので力仕事や器用な手作業は難しい事もあります。 それでも、最 

初から大人達が何でも教えるのではなく、子ども達が自ら考えて試行錯誤しな 

がら楽しく学べるようにする事が大切と考えています。大豆は多少厳しい環境 

であっても、自分でしっかり育っていく作物です。調理方法によって様々な形 

に変化するユニークさもあります。子供たちがこういう大豆の姿を見ることで、 

大豆のように強く、そして色々工夫しながら様々なことにチャレンジできる大 

人になりたいと感じてほしいと思っています。 

発展 日本とケニアでの子供たちの同日開催の事業では、今後ケニア以外の国でも 

実施することができる為、さらにグローバル展開する可能性を秘めています。 

世界 10 か国同時開催の食育事業をすることを将来的な発展可能性として考えて 

います。また、この事業で国際交流を経験した子供たちは、成長する過程でも 

国際的な視点で考えることができるようになり、将来社会に貢献するような活 

動にかかわる可能性が高いです。日本および海外の子供たちや子供を持つ親か 

ら新しく参加の希望を受けて規模が拡大していきます。 

食文化の乏しいアフリカで、日本の食文化の大豆料理が広がり、さらに大豆 

を栽培する農家が増え、日本からの大豆料理や醤油・味噌・豆腐・納豆・枝豆 

などを伝承し、生活向上につながります。 

幼いころの体験は、10年後、20 年後の大人になったときに、何かしらの再体 

験と結びついて実がなることがあります。私たちは、未来の子どもたちの笑顔 

のために、その種を蒔き続けていくと同時に、その環境を創っていきます。こ 

の事業では、「自分で作って食べる」ことを基本としており、「食育は生き 

るちからを育てるもの、食べることは生きること」という考えの基、子どもた 

ちが健康的で心豊かな食生活をおくることができるように、ということを目的 

としています。食べることを通じて子どもたちが「おいしい」「たのしい」「う 

れしい」と感じ、さらに国際的な感覚も養うことができる事業です。 
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資料： 

 
だいずきっず学習帳① だいずきっず学習帳② だいずきっず学習帳③ 

 

 
だいずきっず学習帳④ ⑤だいずきっず学習帳 

以下開催時の写真 
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